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大
城
立
裕
氏
の
文
業
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
芥
川
賞
受
賞
作
の『
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
』
（
一
九
六
七
）か
ら『
小
説
琉
球
処
分
』

（
一
九
六
八
）、『
内
な
る
沖
縄　

そ
の
心
と
文
化
』
（
一
九
七
二
）、『
恋
す
る
家
』
（
一
九
九
八
）、『
大
城
立
裕
全
集　

全
13
巻
』（
二
〇

〇
二
）と
続
き
、『
レ
ー
ル
の
向
こ
う
』（
二
〇
一
五
年
川
端
康
成
文
学
賞
）、『
あ
な
た
』（
二
〇
一
八
）に
至
る
氏
の
長
年
に
亘
る
小
説
・
戯

曲
・エ
ッ
セ
イ
作
品
は
大
き
な
山
脈
を
成
し
て
い
る
が
、ま
だ
ま
だ
造
山
運
動
は
続
い
て
い
る
。

　

私
達
が
、
近
代
小
説
と
呼
ぶ
「
文
学
」
の
発
祥
と
中
心
に
「
英
文
学
」
が
あ
り
、
英
文
学
は
英
国
本
土
ば
か
り
で
な
く
、そ
れ
に
拮
抗

し
、匹
敵
す
る
存
在
と
し
て
常
に
イ
ェ
イ
ツ
や
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
の「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド（
ケ
ル
ト
）
文
学
」
が
あ
っ
た
。ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
な

く
し
て
英
文
学
の
豊
饒
さ
と
先
進
性
は
語
り
得
な
い
。

　

我
が
「
日
本
文
学
」
を
鑑
み
て
も
、同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
近
代
日
本
の
東
京
と
関
西
を
中
心
と
し
た
「
文
学
」
を
撃
ち
、拮
抗
し
て
来

た
の
が
「
沖
縄
文
学
」で
あ
り
、そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
「
日
本
語
文
学
」
を
豊
か
な
ら
し
め
て
来
た
か
。
そ
の
こ
と
を
、「
平
成
」
と
い
う
時
代
の

終
わ
り
と
「
令
和
」の
新
た
な
始
ま
り
の
こ
の
時
に
、私
達
は
振
り
返
り
、再
検
証
し
、噛
み
締
め
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
心
に
、

大
城
立
裕
氏
と
氏
の
作
品
群
が
あ
る
。

　

大
城
氏
へ
の
授
賞
は
、こ
の
賞
が
、時
代
と
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
関
わ
り
つ
つ
、優
れ
た
業
績
を
顕
彰
す
る
、と
い
う
崇
高
な
目
的
を
鮮
や
か

に
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
一
彦
氏
は
、宮
崎
県
宮
崎
市
生
ま
れ
の
歌
人
。
県
内
の
日
向
市
東
郷
村
に
生
家
の
残
る
若
山
牧
水
、そ
の
記
念
館
の
館
長
と
し

て
、九
州
歌
壇
の
牽
引
車
と
な
る
。
魅
力
あ
る
風
土
詠
か
ら
出
発
し
、す
で
に
迢
空
賞
、詩
歌
文
学
館
賞
、毎
日
芸
術
賞
な
ど
の
多
く
を

受
賞
し
、な
お
評
論
「
若
山
牧
水
」（ ,
15
・
6
）を
書
き
、研
究
誌
「
牧
水
研
究
」の
編
集
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

早
稲
田
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
え
、帰
郷
し
て
高
校
教
諭
と
な
る
が
、授
業
と
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
兼
務
し
、そ
の
困
難
な
労
苦
を

詠
ん
だ
歌
集
「
海
号
の
歌
」 （ ,
95
・
9
）は
読
売
文
学
賞
を
受
け
る
。
か
つ
て
大
岡
信
は
、た
と
え
ば
「
十
通
り
以
上
の
死
に
方
語
り
終
へ
少

女
は
お
ほ
き
た
め
い
き
つ
き
ぬ
」
な
ど
を
紹
介
し
、生
徒
の
悩
み
の
聞
き
役
に
徹
し
た
、そ
の
優
し
さ
を
認
め
て
い
た
。

　

教
諭
定
年
後
は
、そ
う
し
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
体
験
が
買
わ
れ
て
県
立
看
護
大
学
教
授
と
な
る
一
方
、以
前
か
ら
始
め
て
い
た
高
齢
者

の
作
歌
活
動
を
支
援
す
る
。
施
設
に
赴
い
て
の
出
前
指
導
を
お
こ
な
う
と
共
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
集
め
て
き
た
短
歌
の
選
歌
や

添
削
を
す
る
。
最
近
の
歌
集
「
光
の
庭
」（ ,
18
・
6
）に
「
励
ま
さ
れ
つ
つ
選
歌
せ
り
百
歳
を
こ
え
た
る
人
の
生
の
香
り
に
」
と
、選
歌
す
る
愉

し
さ
を
詠
む
。

　

こ
の
運
動
は
、さ
い
わ
い
宮
崎
の
県
政
・
市
政
の
賛
同
を
得
て
、
一
年
一
冊
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
ま
と
ま
り
、大
会
が
開
か
れ
る
。
第
六
回

か
ら
宮
崎
で
全
国
大
会
が
行
わ
れ
、昨
年
の
第
十
七
集
は
二
一
一
九
首
が
収
録
さ
れ
る
。
短
歌
集
『
老
い
て
歌
お
う
』
全
国
版
の
年
刊

は
、歌
人
の
領
域
を
超
え
た
福
祉
に
外
な
ら
な
い
。

時
代
と
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
関
わ
り
つ
つ

大
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